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 関節リウマチは慢性炎症や多関節破壊を特徴とする多因子疾患である。今日までに、
抗anti-tumor necrosis factor alpha抗体などの様々な生物学的製剤が関節リウマチ治療とし
て発展を遂げてきた。しかし、その病態メカニズムについては未解明なものも多く完全
に治療法が確立されたとは言い難い。関節リウマチの病態に関わるIL-6やOncostatin Mに
代表されるIL-6 familyの下流に存在する Signal transducer and activator of transcription 3 
（Stat3）の活性化が炎症や関節破壊を促すという我々の先行知見に基づく作業仮説のも
と、Stat3 conditional knockout（Stat3 cKO）マウス を作製・解析し、関節リウマチの新
たな知見を得るべくドラックリポジショニング手法を採用し、関節リウマチ治療薬候補
を探索した。 


























尾 池 崇 嗣 
Stat3 as a potential therapeutic target for rheumatoid arthritis 
（Stat3は関節リウマチの治療標的候補の１つである） 
